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序　　　　　文

インドネシア国ストモ病院救急医療プロジェクトは、平成７年２月１日から５年間の協力期間

で、同国東ジャワ州スラバヤにあるストモ病院において開始されました。同国保健省は、その国

家保健計画の中で、本病院を東インドネシアの中核病院と位置づけ、国家レベルの医療サービス

体制強化政策の中核を担うものとしています。なかでも、同国の経済発展に伴い、当該地域にお

ける交通事故や産業事故が増加傾向にあるため、救急医療の必要性が高まりつつあります。そこ

で、本病院を将来の救急医療サービスにおけるモデル病院とすべく、救急医療教育を中心とした

救急医療部門に対するプロジェクト方式技術協力として実施しています。

平成８年１月、協力開始後約１年が経過し、上記技術移転の活動が軌道に乗りつつあるところ、

国際協力事業団は、本プロジェクト派遣中の専門家の活動状況、当国側の対応等現状を確認し、プ

ロジェクト実施上の問題点把握と今後の対応策について両国双方で協議することとし、１月７日

から 13日までの日程で、広島大学医学部教授　弓削孟文氏を団長として、計画打合せ調査団を派

遣しました。本報告書は、その調査結果を取りまとめたものです。

ここに、本調査にご協力を賜りました関係各位に深甚なる感謝の意を表しますとともに、プロ

ジェクトの効果的な実施のために、今後とも、ご指導、ご鞭撻をお願い申し上げます。

平成８年３月

国際協力事業団

理事　小　澤　大　二
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１．計画打合せ調査団派遣

１－１　調査団派遣の経緯と目的

インドネシア共和国（以下、インドネシア）は近年近代化が進み、スラバヤを中心とする東部

ジャワ州においても工業分野が急成長している。このような経済発展に伴い、当該地域における

交通事故や産業事故が増加傾向にあるため、救急医療の必要性が高まりつつある。東部ジャワ州

スラバヤに位置するストモ病院は、病床数1,500床、職員数4,000人の病院であり、同国保健省は、

その国家保健計画の中で、本病院を東インドネシアの中核病院と位置づけ、国家レベルの医療

サービス体制強化政策の中核を担うものとしている。なかでも、本病院を将来の救急医療サービ

スにおけるモデル病院とすべく、施設整備をするとともに、救急医療スタッフの育成・質の向上

を図っていく計画を立案した。

このような状況のもと、ストモ病院における救急医療教育を中心とした救急医療部門強化に対

するプロジェクト方式技術協力要請が、1993年４月の当該プロジェクト無償資金協力要請時にあ

わせてインドネシア政府より提出された。ＪＩＣＡは、1994年５月に事前調査団を派遣し、要請

内容を確認したうえで協力スコープの概略について協議した。その後、要請内容につき詳細に調

査すべく1994年９月に長期調査員を派遣した。以上の調査を受け、1994年 12月に実施協議調査団

を派遣し、インドネシア政府と討議議事録（Ｒ／Ｄ）を締結し、1995年２月よりプロジェクトを開

始した。

プロジェクト開始より、ほぼ１年が経過したため、現状の問題点を把握し今後の計画を打ち合

わせるため、本調査団を派遣することとなった。

本調査団は、チーフアドバイザーを含む５名の長期専門家、および８名の短期専門家の派遣、３

名のカウンターパート研修員の受入れ、4,000万円の機材供与、技術交換、中堅技術者養成事業を

実施および計画中であるところ、協力開始以降の協力分野の技術移転の進捗状況を正確に把握し、

問題点を検討し、今後の協力計画策定の指針を得ることを目的として派遣された。

具体的には、以下のとおりである。

① ストモ病院はインドネシア国内ではトップレベルの病院であるが、ストモ病院側は技術協

力の必要性について正しく認識していないきらいがある。必要性についての認識を改めて

もらうべく協議する。

② 救急医療部門の医師と一般病棟の医師との連携がスムーズにいっていない状況につき協議

する。

③ 救急看護のレベルが低い点につき、技術向上の方策について先方と協議する。

④ 病院経営の観点から救急医療部門の経営状況・問題点等につき先方と協議する。
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１－２　調査団の構成

担　当 氏　名 所　属

団長 総　　括 弓削　孟文 広島大学医学部麻酔蘇生学講座教授

団員 救急医療 後藤　琢也 聖マリア病院整形外科長

団員 病院管理 舘内　　巌 聖マリア病院新規事業部長

団員 救急看護 田中　京子 聖マリア病院看護部長

団員 業務調整 富谷　喜一 ＪＩＣＡ医療協力部医療協力第一課

１－３　調査日程

日　順 月　日 曜　日 移動および業務

１ １月７日 日 移動　スラバヤ着（弓削団長以外）

２ １月８日 月 ストモ病院表敬（弓削団長スラバヤ着）

３ １月９日 火 ストモ病院救急医療チームと打合せ

４ １月10日 水 最終打合せ

ミニッツ案について協議

ミニッツ署名交換

５ １月11日 木 大規模災害訓練に参加

移動　ジャカルタ着

６ １月12日 金 日本大使館、ＪＩＣＡ事務所報告（弓削団長日本へ出発）

７ １月13日 土 日本へ出発（業務調整団員以外）
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２．要約

本調査団の目的は、インドネシアストモ病院における救急医療部門強化を図るためのプロジェ

クト方式技術協力に関し、プロジェクトの進捗状況を確認し、問題点を把握し協議議事録（ミニッ

ツ）を締結することであり、ジャカルタでの保健省との協議後、スラバヤへ移動し、ストモ病院側

とも協議をした。協議議事録を締結したのちジャカルタに戻り、再び保健省と協議を行い、スト

モ病院視察の報告を行った。
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３．暫定実施計画の進捗状況

（1）1995年度計画について

インドネシア側、日本側双方とも、プロジェクトは、以下のとおりのＴＳＩに明記されてい

る活動を実施したことを確認した。

チーフアドバイザーを含む５名の長期専門家、８名の短期専門家の派遣、

３名のカウンターパート研修員の受入れ、

4,000万円の機材供与、

技術交換、

中堅技術者養成事業

（2）1996年度計画予定について

1） 目的

機材および施設の円滑な使用およびメンテナンス

緊急医療診断と処置のレベルアップ

救急看護のレベルアップ

2） 専門家派遣

４名の長期専門家（チーフアドバイザー、調整員、看護管理、病院看護）

短期専門家については、必要と認められる分野へ、双方合意のうえで適時派遣する。

3） 機材供与

日本政府が定めたプロジェクトの予算範囲内で、必要な機材を供与する。

4） カウンターパート研修

看護および病院管理における３名のカウンターパートを日本へ研修に送る。



附　属　資　料

①　ミニッツ
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